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16:10-17:00 亀 伸樹 (九州大学)
地震はなぜ止まるのか
2日目 09:30-10:30 中西 秀(九州大学)
動的破壊の連続体モデルと､その安定性
10:40-ll:30 那須野 悟 (九州工業大学)
粉体,摩擦そして破壊
11:40-12‥30 戸田 昭彦 (広島大学)
高分子の変形 ･流動 ･剥離 ･引き裂きにおける自励振動
14:00-14:50 川越 誠(富山県立大)
有機液体環境下における高分子固体の破壊挙劫
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